
3.7 動態観測計画 

（1）軟弱地盤の動態観測 

  軟弱地盤における土構造物の施工および軟弱地盤対策工の実施にあたっては、原則として情報化

施工を行います。なぜなら、設計時の予測と実際の挙動が一致しないことが少なくなく、予想外の

変形が生じたり、破壊が発生してしまうことがあるためです。これは、調査・設計及び施工中に多

くの不確定要素が内在していることによります。  

  このような不確定要素を施工段階で得られる情報によって補い確実に計画構造物を完成させるた

めに、施工時に適切な計測器を配置して得られた動態観測情報に基づいて施工にフィードバックす

ることを情報化施工といいます。 
  
 
 
   
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

軟弱地盤における情報化施工の実施フロー 
 「道路土工 軟弱地盤対策工指針」より 

  



各種動態観測用計器 

 

 「道路土工 軟弱地盤対策工指針」より 
 
観測機器配置および観測頻度の目安 

  
「道路土工 軟弱地盤対策工指針」より 

  



施工時安定性の管理方法例 

 

「道路土工 軟弱地盤対策工指針」より 

 
 
盛土後の沈下管理方法例 
   

 

 
「道路土工 軟弱地盤対策工指針」より 

 
  



（2）のり面の動態観測 
斜面崩壊が発生、あるいは発生が見込まれるのり面・斜面では、斜面崩壊に対する危機管理や、

被災範囲や避難範囲決定、対策検討を目的として動態観測を実施します。 
目的 1：斜面崩壊の兆候を事前に察知するため ⇒危機管理 
目的 2：崩壊箇所ボーリング調査※を補足し崩壊・すべりの範囲やすべり発生機構の解明する 

⇒被災範囲や避難範囲決定・対策検討 
※崩壊箇所でのボーリング調査の目的 

→土質地質の把握だけでなく、多目的に活用できる 
○ 地質情報・・・・直接確認できる唯一の方法 
○ コア採取・・・・移動土塊や不動土塊を直接観察、地層構成の把握、土質、岩質、硬軟、 

含水等直接観察 →すべり面判定  移動土塊・不動土塊判定 
○ 計測機器の埋設・・・・地すべり計測 

⇒地中変位計（地中ひずみ計・地中傾斜計） 地下水位計等 
 
  動態観測は、適切な場所で適切な機器を設置し、適切な頻度で観測を実施する必要があります。 

代表的な観測機器の種類 
1）地表面変動計測 ⇒ 地表面の動きを計測 
  ①抜き板計測（応急的） 
  ②地表面伸縮計観測  

   ③固定点観測（光波測距儀による変位測量） 
 

2）地中変動・その他計測 ⇒ 地中の動きを計測【主にボーリング孔を利用】 
  ④地中傾斜計（孔内傾斜計）計測 
  ⑤地中ひずみ計（パイプひずみ計）計測 
  ⑥地下水位観測 

 
 

 
「出展？」 



  

 

  
 

 

様々な斜面動態観測機器の例 
「出展確認中」より 

  



緊急対応例 

        

【変状確認のポイント】 

       

          
   

・斜面下より安全性を確認しながら、徐々に斜面頭部へ変状確認を行うこと 
 
 
  



③警戒避難基準例：地盤伸縮計 

          
 

・移動量の累積性も考慮すること 

・近傍の災害事例を考慮して、基準値の判定を行うこと 
 

         
 

 
 


